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事務事業評価シート
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項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

1

3

3

５．今後の方向性（担当室による内部評価）

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

  公立保育所の管理運営に伴う一般経費

H.29年度（事業量・取組実績） H.30年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

保育所医・歯科医報酬　各4
名
研修講師料
保育所用消耗品購入
光熱水費等、給食材料費
職員等検便手数料
傷害保険加入　　270名分
市外保育所
　 入所児童措置委託料
保育所維持管理委託、保育
室飛散防止フィルム貼工事、
遊具修繕、保育所施設修繕
他

保育所医・歯科医報酬　各4
名
研修講師料
保育所用消耗品購入
光熱水費等、給食材料費
職員等検便手数料
傷害保険加入　　270名分
市外保育所
　 入所児童措置委託料
保育所維持管理委託、保育
室飛散防止フィルム貼工事、
遊具修繕、保育所施設修繕
他

H.31年度(事業計画) H.32年度(事業計画) H.33年度(事業計画)

H30年度と同様 H30年度と同様 H30年度と同様

事業内容

(H.30)No. 2056 (H.29)No. 2056

事務事業名 保育所費
会計区分 事業コード 196002
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

民生費 保育所費

担当部局名 担当室名 室長名 児童福祉費 （小事業名）

地域福祉の充実

  子どもたちを取り巻く保育環境の改善を図る。施 策 子ども・子育て支援

重点プロジェクト

福祉子ども部 保育幼稚園室 山岡　尚子 保育所費 保育所費

総
合
計
画

政 策 支え合い健康でいきいきと暮らせるまち 事業目的（めざす効果）

基本施策

H.31年度(計画予
算)

H.32年度(計画予
算)

H.33年度(計画予
算)H.28繰越分 H.29現年分

①直接事業費 62,256千円 66,354千円 66,354千円 66,354千円

H.29年度（決算見込） H.30年度(作成時予算額)

H.29繰越分 H.30現年分

66,354千円

人
工
数

職員 1.35人

国･県支出金

7,559

内
訳

(

千
円

)

その他（　　　）

9,990千円 9,990千円 9,990千円

①+②総事業費 0千円 72,246千円 76,344千円 76,344千円 76,344千円

0千円 9,990千円

0千円 76,344千円

②概算人件費 0千円 9,990千円

1.35人 1.35人 1.35人

臨時職員等 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

1.35人

0.00人

地方債

5,648 5,648 5,648

一般財源 0 54,697 60,706 60,706 60,706

5,648

0 60,706

 【選択肢】　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合（予定含む）、休止（予定含む）、廃止（予定
含む）、事業完了（予定含む）

継続（改善）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

さまざまな保育ニーズに対応できるように職員の資質向上のための研修や施設の修繕等を適切
に実施し、保育環境の改善を図ります。

ばりっ子すくすく計画

４．担当室による事務事業の点検

乳幼児の保育の充実に向けて、職員の資質向上を目的とした各種研修の受講の機会を設けるとともに、施設の環境整備を進めています。特に
平成２９年度は、赤目保育所の遊戯室の壁紙の張り替え、錦生保育所のカーペットを防煙用のものに取替を行ったほか、回転釜等の給食設備
の改修など、保育環境の向上を図りました。施設が老朽化していることで、設備や備品、遊具などにさまざまな不具合が生じることが多いため、
今後も予算確保を図りながら緊急性の高いものから優先順位をつけて適切に対応していきます。

考察（H.29年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）


